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ハンブルクの
まちづくり

序

ドイツ・スイス
エコバウツアー視察 　

イ
ケ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
本
社
：
大
阪
市
、
池
田
嘉
次
社
長
）
主
催
に
よ
る
エ
コ
バ
ウ

ツ
ア
ー
は
「
本
当
に
健
康
な
住
ま
い
」
を
目
指
す
バ
ウ
ビ
オ
ロ
ギ
ー
建
築
の
第
一
人
者
で
あ
る

ホ
ル
ガ
ー
・
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
氏
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と
解
説
に
よ
り
、
進
ん
だ
住
宅
性
能
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
国
で
生
活
す
る
人
々
の
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
負
荷
に
対
す
る
考
え
、
景
観
と
調
和

へ
の
成
熟
し
た
姿
勢
を
目
で
見
て
感
じ
な
が
ら
学
ぶ
。
第
18
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
は
ド

イ
ツ
・
ス
イ
ス
を
訪
問
。
本
紙
記
者
も
同
行
し
た
。

の
エ
リ
ア

で
、
持
続

可
能
性
に

重
点
を
置

い
た
再
開

発
の
フ
ラ

グ
シ
ッ
プ

モ
デ
ル
的

な
地
区
。

広
場
な
ど
の
公
共
空
間
に

28　
ha
を
当
て
て
い
る
た
め

周
遊
部
も
広
く
確
保
さ

れ
て
お
り
、の
ん
び
り
と

散
策
し
、時
に
談
笑
す
る

人
々
の
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

自
動
車
の
乗
り
入
れ
を

制
限
す
る
と
と
も
に
、地

下
鉄
を
延
伸
し
た
こ
と
も

そ
れ
を
助
け
て
い
る
。こ

の
地
に
は
大
都
市
開
発
に

必
要
な
公
共
建
築
や
エ
ン

ジ
ン
ニ
ア
リ
ン
グ
を
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
に
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
欧
州
唯
一
の
大
学

と
し
て
ハ
ー
フ
ェ
ン
シ
テ
ィ

大
学
が
２
０
０
６
年
に
開

校
す
る
な
ど
、都
市
を
再

開
発
す
る
た
め
の
機
関
を

内
包
し
て
い
る
点
で
も
先

進
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

同
地
で
昨
年
ま
で
実
施

さ
れ
て
い
た
Ｉ
Ｂ
Ａ（Inte

rnationale Bauausstell

ung

＝
国
際
建
築
展
）プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、実
際
の

土
地
に
建
築
す
る
建
造
物

を
公
募
す
る
大
掛
か
り
な

計
画
。価
格
で
は
な
く
、こ

の
都
市
の
持
つ
歴
史
を
考

慮
し
た
建
造
物
で
あ
る
か
、

住
ま
う
人
・
訪
れ
る
人
ど

ち
ら
に
と
っ
て
も
有
意
義

で
あ
る
か
を
か
ん
が
み
、

採
択
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
写
真
の「
Ｗ
Ｏ

Ｏ
Ｄ 

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」は
、Ｉ

Ｂ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
展

示
さ
れ
て
い
る
木
造
の
集

合
住
宅
で
、材
料
と
し
て

無
垢
材
を
い
か
に
活
用
で

き
る
か
を
示
し
た「
ス
マ
ー

ト
マ
テ
リ
ア
ル（
材
料
）ハ

ウ
ス
」と
呼
ば
れ
る
。

　

将
来
的
に
す
べ
て
を
再

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
し
て
お
り
、そ
の

た
め
に
節
約
で
き
る
炭
素

量
は
推
定
８
５
０
０
ｔ
。

す
で
に
実
際
に
居
住
も
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
建
築
を
実
際

に
建
て
て
み
て
、住
ん
で

み
て
有
効
性
を
確
認
す
る

と
こ
ろ
が
ド
イ
ツ
的
。Ｉ

Ｂ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
含

め
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
再
開

発
は
１
９
９
７
年
よ
り
計

画
さ
れ
、マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
２
０
０
０
年
に
公

認
、２
０
２
５
年
ま
で
か

け
て
開
発
を
行
う
と
い
う

「
急
ぐ
の
は
悪
魔
ゆ
ず
り
」

と
い
う
西
欧
の
諺
を
地
で

行
く
慎
重
さ
だ
。

　

時
間
を
か
け
て
じ
っ
く

り
と
、し
か
し
確
実
に
歩

み
を
進
め
て
い
る
。そ
の

た
め
に
大
掛
か
り
な
街
の

モ
デ
ル
を
つ
く
り
、市
民

に
公
開
し
説
明
、あ
く
ま

で「
市
民
主
体
」を
打
ち
出

す
。

　
「
住
宅
の
寿
命
を
１
０

０
年
と
し
て
、生
涯
使
用

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど

れ
く
ら
い
か
。ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
と
い
う
概

念
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

を
計
算
し
始
め
て
い
る
」

（
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
氏
）。こ
れ

か
ら
数
回
に
わ
た
り
、細

部
を
お
伝
え
し
て
い
く
。

 

（
盛
山
浩
平
）

木造の集合住宅「WOODCUBE」は、将来の再
利用を見据えている

ホルガー・ケーニッヒ氏

「
市
民
主
体
」で
じ
っ
く
り
進
め
る

▲ 変わりゆくハー
フェンシティの街
並み（ハンブルク）

▲ ハンブルクの再
開発についてレ
クチャーを受け
る参加者

建
て
て
住
ん
で
み
て
有
効
性
確
認

25
年
ス
パ
ン
の
再
開
発
計
画

　

ツ
ア
ー
に
は
全
国
か
ら

25
人
の
工
務
店
関
係
者
が

参
加
。一
つ
ひ
と
つ
の
住

宅
を
丹
念
に
ま
わ
り
な
が

ら
、転
換
す
る
ま
ち
づ
く

り
に
ど
の
よ
う
な
形
で
地

元
企
業
が
関
わ
っ
て
い
る

か
を
見
る
ミ
ク
ロ
の
視
点

と
、ハ
ン
ブ
ル
ク
の
町
が

進
め
る
ま
ち
づ
く
り
が
ど

の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に

進
ん
で
い
る
の
か
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
で

ド
イ
ツ
の
姿
勢
の
一
端
に

触
れ
る
マ
ク
ロ
の
視
点
、

そ
の
双
方
に
意
識
を
巡
ら

す
こ
と
が
で
き
た
。

　

再
開
発
が
進
む
ハ
ン
ブ

ル
ク
の
ハ
ー
フ
ェ
ン
シ
テ
ィ

は
、エ
ル
ベ
川
流
域
の
１

５
７
ha（
陸
部
１
２
７
ha
）
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「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｏ 

Ｂ
ｏ
ｒ

ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
（
カ
ン
ポ
ボ

ル
ン
ハ
イ
ム
）」
は
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
不
動

産
・
開
発
企
業
の
「
Ａ
Ｂ

Ｇ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
」
が
路
面
電

車
の
発
着
場
・
車
庫
だ
っ

た
建
物
を
改
装
し
１
０
０

年
前
の
集
合
住
宅
と
統

合
。
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
基

準
の
年
間
暖
房
負
荷
15　
kW

ｈ
／
㎡
を
達
成
す
る
１
４

０
戸
の
高
性
能
住
宅
と
し

て
２
０
０
８
年
に
再
生
し

た
複
合
施
設
だ
。

　

近
隣
住
民
が
徒
歩
で
買

い
物
で
き
る
よ
う
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
誘

致
。「
活
況
あ
る
近
所
」

　
イ
ケ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
主
催
に
よ
る
第
18
回

エ
コ
バ
ウ
建
築
ツ
ア
ー
の
視
察
記
。
今
回
は
集
合
住

宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
例
を
紹
介
す
る
。

住・商融合の
リノベーション

１

ドイツ・スイス
エコバウツアー視察 地

域
開
発
と
と
も
に
行
う
集
合
住
宅

パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
基
準
で
人
気
高
く

を
目
指
し
た
。
２
０
１
０

年
ド
イ
ツ
の
都
市
開
発
賞

で
表
彰
、
２
０
１
１
年
に

は
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
建

築
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
「
集
合
住
宅
に
は
パ
ッ

シ
ブ
ハ
ウ
ス
基
準
達
成
だ

け
で
な
く
、
都
市
計
画
ま

で
の
一
貫
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
必
要
」
と
同
社
代

表
の
ユ
ン
カ
ー
氏
。
今
回

は
「
産
業
的
な
荒
れ
地
」

と
な
っ
て
い
た
エ
リ
ア
を

修
復
し
、
価
値
の
高
い
住

居
と
商
業
施
設
を
ミ
ッ
ク

ス
し
た
新
し
い
「
近
所
」

へ
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
。

す
べ
て
の
建
物
が
パ
ッ
シ

ブ
ハ
ウ
ス
に
、
ま
た
エ
リ

ア
は
車
両
の
進
入
を
制
限

し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

な
っ
て
い
る
。

　

建
物
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は

基
本
的
に
は
レ
ン
ガ
も
し

く
は
漆
喰
の
壁
面
。
19
世

紀
後
半
の
建
物
を
も
と
に

し
た
「
現
代
的
な
解
釈
」

で
周
辺
と
の
融
合
を
図
っ

た
。「
街
の
中
心
に
位
置

す
る
未
来
志
向
の
集
合
住

宅
は
、
子
供
か
ら
高
齢

者
、
独
身
者
と
家
族
す
べ

て
に
と
っ
て
魅
力
的
だ
」

と
ユ
ン
カ
ー
氏
は
話
す
。

　

パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
基
準

は
㎡
当
た
り
石
油
換
算
で

年
間
１
・
５
ℓ
、
従
来
の

一
般
的
な
建
物
の
暖
房
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
75
％
以
下
に

で
き
る
。
現
在
は
同
社
の

手
が
け
る
住
宅
の
半
分
以

上
が
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
。

年
間
約
１
８
５
０
万
ℓ
の

石
油
を
節
約
で
き
、
約
４

万
２
８
０
０
ｔ
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
基

準
の
集
合
住
宅
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
効
果
も
大
き
く

高
い
需
要
を
得
て
い
る
」

と
ユ
ン
カ
ー
氏
。
Ｃ
Ａ
Ｍ

Ｐ
Ｏ
の
集
合
住
宅
も
数
カ

月
で
全
棟
を
販
売
し
た
。

　

同
社
が
「
パ
ッ
シ
ブ
ハ

ウ
ス
３
・
０
」
と
呼
ぶ
最

新
の
集
合
住
宅
で
は
、
さ

ら
な
る
断
熱
と
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
・
地
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
、
そ
れ
に
熱

回
収
が
加
わ
る
。
こ
れ
に

は
、
下
水
道
で
発
生
す
る

熱
を
利
用
す
る
計
画
も
含

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
地
下

の
駐
車
場
に
電
気
自
動
車

の
充
電
施
設
を
設
置
し
て

住
民
の
利
用
を
促
す
。「
ゼ

ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
集
合
住

宅
」
が
当
面
の
目
標
だ
。

　

ユ
ン
カ
ー
氏
は
「
テ
ナ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大

も
、
入
居
者
へ
の
付
加
価

値
提
供
の
た
め
に
必
要
」

と
い
う
。
現
在
、
入
居
者

の
４
分
の
１
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
。
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｏ

で
は
４
つ
の
小
規
模
テ
ナ

ン
ト
が
入
居
し
、
徒
歩
で

買
い
物
が
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
貢
献
す
る
。
市
と

共
同
で
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
も
行
っ
て
お
り
、
20
％

ほ
ど
安
く
利
用
で
き
る
と

い
う
。 

（
盛
山
浩
平
）

ＡＢＧフランクフルト
ホールディング代表の
フランク・ユンカー氏

パッシブハウス基準の集合住宅

スーパーマーケットの誘致は、周辺地域の価値向上を
助ける
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ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク

の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
バ
ー

グ
地
区
は
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
（
国

際
建
築
展
）
で
採
択
さ
れ

建
造
さ
れ
た
先
進
性
の
高

い
集
合
住
宅
が
立
ち
並
ぶ

　
イ
ケ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
主
催
に
よ
る
第
18
回
エ
コ
バ
ウ
建
築
ツ
ア
ー
の

視
察
記
。
今
回
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
バ
ー
グ
地
区
で
見
学
し
た

「
ス
マ
ー
ト
マ
テ
リ
ア
ル
（
材
料
）
ハ
ウ
ス
」
を
紹
介
す
る
。

スマートマテリアル
ハウスの
ユニークな提案

２

ドイツ・スイス
エコバウツアー視察 壁

面
で
藻
を
育
成
し
バ
イ
オ
ガ
ス

注
目
の
エ
リ
ア
。
以
前
も

お
伝
え
し
た
「
Ｗ
Ｏ
Ｏ

Ｄ
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
（
ウ
ッ
ド

キ
ュ
ー
ブ
）」は「
ス
マ
ー

ト
マ
テ
リ
ア
ル
（
材
料
）

ハ
ウ
ス
」
の
一
つ
で
、
高

さ
15
ｍ
、
延
床
９
０
０
㎡

の
５
階
建
て
木
造
集
合
住

宅
。
徹
底
的
な
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指

し
、
す
べ
て
天
然
素
材
か

ら
つ
く
ら
れ
、
再
利
用
可

能
を
う
た
う
。

　

木
質
の
構
造
壁
は
、
厚

さ
約
３
２
０
㎜
の
複
層
構

造
。
ス
プ
ル
ー
ス
と
木
質

繊
維
版
の
断
熱
材
を
交
互

に
張
り
合
わ
せ
た
外
側
層

と
、
荷
重
に
耐
え
る
構
造

部
の
内
側
層
で
、
化
学
接

着
剤
を
用
い
ず
ブ
ナ
の
ダ

ボ
で
組
み
合
わ
さ
れ
て
い

る
。
Ｕ
値
は
０
・
０
７
８

Ｗ
／
㎡
Ｋ
で
、
無
垢
材
の

み
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
建

材
と
し
て
は
世
界
記
録
。

耐
火
性
能
も
１
８
０
分
を

確
保
し
て
い
る
。

　

月
齢
伐
採
法
で
知
ら
れ

る
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ト
ー
マ

氏
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
発

案
の
ピ
ュ
ア
ウ
ッ
ド
と
い

う
構
造
壁
で
、
１
７
０
㎜

か
ら
３
６
０
㎜
ま
で
種
類

が
あ
り
、
日
本
国
内
で
も

施
工
実
績
が
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
に
大
型
の
建
物
と

し
て
大
胆
に
用
い
ら
れ
た

例
は
世
界
で
も
類
が
な
い

と
の
こ
と
だ
。

　

基
礎
と
建
物
中
心
を
通

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
周
り
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
以
外
ほ
ぼ

す
べ
て
に
用
い
ら
れ
、
使

用
範
囲
は
全
体
の
お
よ
そ

90
％
に
及
ん
で
い
る
。

　

次
に
紹
介
す
る
の
も
Ｗ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
と
同
じ

く
「
ス
マ
ー
ト
マ
テ
リ
ア

ル
ハ
ウ
ス
」
の
一
つ
「
Ｓ

ｏ
ｆ
ｔ 

Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
（
ソ

フ
ト
ハ
ウ
ス
）」。
３
階
建

て
延
床
面
積
８
０
０
㎡
の

こ
の
集
合
住
宅
の
南
側

は
、
テ
ラ
ス
か
ら
上
昇
す

る
ス
チ
ー
ル
の
台
座
に
取

り
付
け
ら
れ
た
リ
ボ
ン
状

の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
で

覆
わ
れ
て
い
る
。

　

ひ
ま
わ
り
に
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
と

い
う
そ
れ
は
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
ー
制
御
さ
れ
、
太
陽
の

コ
ー
ス
に
従
う
よ
う
に
リ

ボ
ン
を
回
転
さ
せ
る
。
ま

ぶ
し
さ
を
最
小
限
に
抑
え

な
が
ら
、
昼
の
光
の
透
過

を
最
大
化
す
る
よ
う
動
き

続
け
る
と
い
う
。
集
合
住

宅
に
い
か
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
す
る
か
と
い
う

提
案
例
だ
。

　

も
う
一
つ
「
ス
マ
ー
ト

マ
テ
リ
ア
ル
ハ
ウ
ス
」
の

集
合
住
宅
「
Ｂ
Ｉ
Ｑ
」
は

５
階
建
て
延
床
面
積
１
３

５
０
㎡
。四
方
を
囲
む「
バ

イ
オ
リ
ア
ク
タ
ー
フ
ァ

サ
ー
ド
」と
呼
ば
れ
る「
外

壁
の
水
槽
」
が
特
色
だ
。

　

水
槽
に
生
息
す
る
藻
類

が
日
光
に
よ
り
増
殖
、
成

長
し
分
離
す
る
と
、
共
同

設
置
さ
れ
た
機
器
室
に
送

ら
れ
、
そ
れ
ら
の
藻
は
外

部
設
置
さ
れ
た
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
で
ガ
ス
の
製

造
に
使
用
さ
れ
る
。
結
果

的
に
、
集
合
住
宅
で
使
用

可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

み
出
す
と
い
う
斬
新
な
仕

組
み
。

　

日
光
＝
太
陽
光
発
電
で

な
く
、
日
光
で
藻
類
の
増

殖
活
動
を
促
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
得
る
発
想
が
ユ

ニ
ー
ク
だ
。
こ
ち
ら
の
技

術
に
つ
い
て
は
ま
だ
実
験

段
階
の
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
の
こ
と
だ
が
、
ゼ
ロ
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
達
成
で
き
る

と
、
解
説
の
ル
ー
カ
ス
・

グ
レ
ル
マ
ン
氏
は
説
明
し

て
い
た
。 

（
盛
山
浩
平
）

320
㎜
木
質
構
造
壁
で
５
階
建
て

木質の構造材「ピュアウッド」。スプルースと木質繊維版などをブナで組み合
わせた完全に再利用可能な建材だ

壁面のみならず床・天井や屋
根にまで利用されている

外壁の水槽で藻を育成・エネルギーに活用する取り組み
が行われていた

特長的なリボン状の太陽光パネルで適度な採光と遮光
を調整している
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プ
ラ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
定
義

　
「
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

住
宅
」と
い
っ
て
も
公
的

な
定
義
が
定
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

同
社
で
独
自
に
定
義
を
決

め
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、冷
暖
房
・
温

水
の
み
な
ら
ず
家
電
も
含

め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

の
年
間
収
支
が
プ
ラ
ス
と

な
る
住
宅
の
こ
と
を「
プ

ラ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
」

と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
言
及
す
れ
ば
住

　

第
18
回
エ
コ
バ
ウ
建
築
ツ
ア
ー
（
イ
ケ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
主
催
）
視
察

記
の
第
４
弾
。
ス
イ
ス
の
ラ
ッ
パ
ー
ス
ヴ
ィ
ル
の
セ
ッ
ツ
建
築
設
計
は
、
こ
れ

ま
で
に
多
く
の
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
・
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
を
つ
く
っ
て
き

た
実
績
か
ら
、ス
イ
ス
・
ソ
ー
ラ
ー
賞
受
賞
な
ど
数
々
の
栄
誉
を
誇
る
ス
イ
ス
・

パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
。
建
築
家
、
ま
た
施
工
管
理
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ツ
ィ
メ
リ
ー
氏
が
解
説
し
て
く
れ
た
。

スイスの
プラスエネルギー住宅

３

ドイツ・スイス
エコバウツアー視察

賃
貸
も
年
間
エ
ネ
収
支
プ
ラ
ス
に

余
剰
電
力
は
電
気
自
動
車
に
蓄
電

宅
の
建
造
費
用
、建
材
の

リ
サ
イ
ク
ル
性
と
い
っ
た

こ
と
ま
で
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
収
支
に
含
ま
れ
る

の
か
と
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、同
社

の
定
義
は
前
述
の
通
り
。

賃
貸
住
宅
で
も

機
能
す
る
か

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、

プ
ラ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
住

宅
で
同
社
と
し
て
初
め

て
の
ミ
ネ
ル
ギ
ー
・
Ｐ
・
Ｅ

ｃ
ｏ
認
定（
ス
イ
ス
独
自

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
の

最
上
位
）を
取
得
し
た「
未

来
の
家（Das Haus der 

Zukunft

）」。３
世
帯
が
住

む
賃
貸
住
宅
で「
賃
貸
住

宅
で
も
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
機
能
す
る
か
、実
験
的

に
試
し
て
い
る
と
こ
ろ
」

（
ツ
ィ
メ
リ
ー
氏
）と
い
う
。 　

背
景
に
は
、近
年
住
宅

の
性
能
が
高
ま
る
に
つ
れ
、

家
電
が
占
め
る
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
割
合
が
増
し
て

き
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

個
人
差
が
大
き
い
も
の
の
、

同
社
の
住
宅
で
は
す
で
に

暖
房
・
温
水
が
全
体
の
２

割
ほ
ど
に
抑
え
ら
れ
、家

電
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
が
平
均
60
％
以
上
を
占

め
て
お
り
、適
切
な
使
い

方
を
働
き
か
け
る
工
夫
が

重
要
と
な
る
。

　

南
向
き
に
20　
kW
の
太
陽

光
発
電
を
10
度
の
角
度
で

設
置
、加
え
て
太
陽
熱
温

水
器
を
備
え
る
。換
気
は

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
使
っ
た

地
中
熱
利
用
を
併
せ
た
も

の
で
、さ
ら
に
ロ
ッ
ク
ウ
ー

ル
、Ｅ
Ｐ
Ｓ（
ポ
リ
ス
チ
レ

ン
フ
ォ
ー
ム
）な
ど
で
地

下
室
の
天
井
を
含
め
た
追

加
の
外
断
熱
施
工
を
行
っ

て
い
る
。

　

高
い
気
密
性
能
に
対
し

て
、湿
気
対
策
は
あ
ま
り

考
慮
し
な
く
て
い
い
点
が

日
本
と
は
大
き
く
異
な
る

条
件
。

電
気
自
動
車
を

蓄
電
に

　

共
用
で
使
用
可
能
な
電

気
自
動
車
を
１
台
備
え
て

お
り
、こ
れ
は
余
っ
た
電

力
を
貯
め
て
お
い
て
移
動

で
使
用
す
る
と
い
う
ア
イ

デ
ア
に
よ
る
。「
余
剰
電
力

を
ス
マ
ー
ト
に
活
用
す
る

た
め
、交
通
と
い
う
要
素

は
住
宅
か
ら
切
り
離
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
」と
ツ
ィ

メ
リ
ー
氏
は
話
す
。

　
「
ま
た
そ
れ
は
、自
分
た

ち
で
つ
く
っ
た
電
力
が
ど

れ
だ
け
使
え
る
か
体
感
す

る
機
会
」と
も
す
る
。

　

こ
の
点
は「
見
え
る
化
」

で
も
表
さ
れ
て
い
る
。朝

に
は
最
大
に
な
っ
て
い
る

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
も
と
に
、

自
分
が
ど
れ
だ
け
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
っ
て
い
る
の
か

見
て
分
か
る
工
夫
だ
。

　

同
社
の
多
く
の
住
宅

は
、日
射
条
件
の
良
好
な

３
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間

で
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

達
成
で
き
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
間
の
余
剰
電
力
を
販

売
す
る
こ
と
で
残
り
の
期

間
の
収
支
も
カ
バ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
、プ
ラ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
達
成
で
き
て

い
る
。日
射
が
優
れ
な
い

冬
の
期
間
、単
独
の
住
宅

が
ど
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
る
か
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
し
た
。

	

（
盛
山
浩
平
）

朝
は
最
大
で
、夕
方
段
階
で
緑
色

の
範
囲
内
で
あ
れ
ば「
合
格
」と

の
こ
と
。左
が
給
湯
用
で
右
が
暖

房
用
だ

セッツ建築設計のツィメリー氏

太陽光発電の数値が測定されている

電気自動車の充電器設置場所がスマートだ

ユニークな塀にも注目

「未来の家」外観

木造・漆喰の地下室付き2階建て

EPSで250㎜の外断熱
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視察記

スイスの農家建築
リノベーション

４

ドイツ・スイス
エコバウツアー視察

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
活
用

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
近
郊
の

何
年
も
空
き
家
に
な
っ
て

い
た
古
い
農
家
の
住
宅
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
Ｂ

＆
Ｂ
（
ベ
ッ
ド
＆
ブ
レ
ッ

ク
フ
ァ
ス
ト
＝
民
家
を

活
用
し
た
簡
易
宿
泊
施

設
）。
約
３
年
間
か
け
て

修
復
し
て
き
た
と
い
う
。

　

ス
イ
ス
で
は
ゾ
ー
ニ
ン

グ
が
厳
し
く
、
建
築
指
定

区
域
以
外
に
は
建
物
を
建

て
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
増
築
な
ど
を
行
う
こ

と
が
難
し
い
。
そ
の
た
め

建
物
の
３
分
の
２
を
改

修
、
残
り
は
ま
だ
農
家
用

建
築
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
宿
泊
施
設
と
し
て

　

第
18
回
エ
コ
バ
ウ
建
築
ツ
ア
ー
（
イ
ケ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
主
催
）
視
察
記

の
第
５
弾
。
今
回
は
自
然
由
来
の
漆
喰
の
製
造
・
販
売
を
行
う
ス
イ
ス
の
Ｈ
Ａ
Ｇ

Ａ
社
に
よ
る
、
古
い
農
家
建
築
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
事
例
を
紹
介
す
る
。

自
然
由
来
の
建
材
で
リ
ノ
ベ
を
完
結

も
本
来
は
認
可
さ
れ
な
い

が
、
地
域
振
興
を
兼
ね
た

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し

て
な
ら
許
可
が
下
り
る
そ

う
だ
。

漆
喰
厚
塗
り
で
改
修

　
「
昔
か
ら
ス
イ
ス
の
農

家
は
、
自
分
た
ち
の
手
で

自
宅
の
壁
に
漆
喰
を
塗
っ

て
い
た
。
そ
れ
は
断
熱
と

い
う
よ
り
衛
生
上
の
対
策

の
た
め
だ
っ
た
」
と
ス
イ

ス
で
自
然
漆
喰
を
製
造
・

販
売
す
る
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ａ
社
代

表
の
ト
ー
マ
ス
・
ビ
ュ
ー

ラ
ー
氏
は
言
う
。

　
「
現
在
は
断
熱
の
た

め
、
最
大
３
０
０
㎜
ほ
ど

ま
で
厚
く
塗
っ
て
い
る
。

当
時
か
ら
使
わ
れ
て
き
た

素
材
で
あ
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
す
る
。

　

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
や
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
系
の
断
熱
材

を
使
う
と
、湿
気
が
上
へ

上
へ
と
浸
透
し
て
き
て
し

ま
う
が
、こ
の
よ
う
な
自

然
由
来
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を

含
ん
だ
漆
喰
を
用
い
れ

ば
、時
間
と
と
も
に
湿
気

が
外
へ
再
放
出
さ
れ
る
た

め
有
効
な
の
だ
と
い
う
。

そ
の
た
め
カ
ビ
の
発
生
を

心
配
す
る
必
要
が
な
い
。

断
熱
の
た
め
に
は
外
側
に

塗
る
の
が
効
果
的
だ
が
、

文
化
財
と
し
て
保
護
さ
れ

た
建
物
の
た
め
そ
れ
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、内
側

の
漆
喰
を
厚
く
し
て
い
る
。

防
水
シ
ー
ト
な
ど
は
一
切

併
用
し
て
い
な
い
と
い
う
。

木
造
は
下
地
に
ネ
ッ
ト

　

ミ
ネ
ラ
ル
質
の
漆
喰

（
ビ
オ
テ
ル
ム
）
は
硬
質

系
の
下
地
に
塗
る
の
が
一

般
的
と
い
う
。
本
来
、
木

造
に
用
い
る
場
合
は
レ
ン

ガ
生
地
の
ネ
ッ
ト
を
下
地

に
使
用
す
べ
き
と
の
こ

と
。
ま
た
こ
の
ネ
ッ
ト

は
、
ひ
び
割
れ
防
止
な
ど

の
た
め
漆
喰
層
の
間
に
使

用
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て

い
る
。
さ
ら
に
モ
ル
タ
ル

を
表
面
に
重
ね
る
こ
と
で

押
し
に
強
く
な
る
と
し

「（
日
本
で
）
漆
喰
だ
け
で

施
工
し
て
い
る
例
も
認
知

し
て
い
る
が
、
で
き
れ
ば

こ
こ
ま
で
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
ビ
ュ
ー
ラ
ー
氏
。

　

建
造
当
時
使
わ
れ
て
い

た
自
然
由
来
の
建
材
で
リ

ノ
ベ
を
完
結
す
る
点
や
外

観
は
保
護
程
度
の
修
復
し

か
加
え
な
い
こ
と
、
ア
グ

リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
展
開

は
、
日
本
で
も
空
き
家
の

維
持
活
用
の
事
例
と
し
て

期
待
で
き
る
。

	

（
盛
山
浩
平
）

宿泊用の部屋。古い梁を残しアクセ
ントとしてあらわすところは、日本
のリノベ建築でもよく見られる

文化財保護のため建物の外壁に漆喰を塗ることはできない。
そのため内側の漆喰が厚くなっている

HAGA社のビューラー代表

築60年以上の農家建築をリノベーションした
農家の住まいらしさが生かされている。漆喰壁の
熱伝導率は0.06Ｗ／ｍ・Ｋ

▲

こ
う
し
た
レ
ン
ガ
生
地
の

ネ
ッ
ト
を
漆
喰
の
間
に
挟
む
こ

と
で
崩
れ
・
ひ
び
割
れ
対
策
に

な
る
。よ
り
厚
く
塗
れ
る
う
え
、

防
火
効
果
も
あ
る
と
の
こ
と
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ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク

の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
バ
ー

グ
地
区
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

設「EnergieBunker

（
エ

ネ
ル
ギ
ー
バ
ン
カ
ー
）」

は
、第
二
次
世
界
大
戦
時

の
防
空
壕
お
よ
び
格
納
庫

と
し
て
建
造
さ
れ
た
建
物

を
改
修
し
た
施
設
。「
負
の

遺
産
」た
る
建
物
を
取
り

壊
す
こ
と
な
く
、モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
し
て
の
性
質
を

保
ち
つ
つ
発
電
施
設
と
し

て
再
活
用
。展
望
台
や
カ

フ
ェ
も
設
け
ら
れ
、市
民

に
開
放
さ
れ
て
い
る
。

　

建
物
は
高
さ
42
ｍ（
展

　

第
18
回
エ
コ
バ
ウ
建
築
ツ
ア
ー
（
イ
ケ
ダ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
主
催
）
視
察
記
の
第
６
弾
。
今
回
は
第

二
次
世
界
大
戦
の
負
の
遺
産
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
に

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
し
た
事
例
を
紹
介
。

防
空
壕
を
発
電
施
設
に
改
修

﹁
断
絶
し
た
場
所
﹂か
ら
地
域
再
生

望
台
・
カ
フ
ェ
は
30
ｍ

部
）、幅
と
奥
行
き
が
約

57
ｍ
で
、圧
倒
的
な
の
は

天
井
・
外
壁
の
厚
さ
。防
空

壕
と
し
て
建
造
さ
れ
て
い

る
の
で
当
然
だ
が
、コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
お
よ
そ
天
井

４
ｍ
、壁
３
ｍ
の
厚
さ
が

あ
る
。建
造
さ
れ
た
当
時

の
施
設
は
お
よ
そ
現
代
の

建
築
と
は
似
つ
か
な
い
無

骨
さ
を
残
し
、頑
固
に
戦

争
の
記
憶
を
留
め
て
い
る

よ
う
。数
年
の
構
想
の
後

２
０
１
０
年
に
改
修
を
開

始
、２
０
１
３
年
に
建
物

自
体
の
改
修
は
完
了
。シ

ス
テ
ム
部
分
は
２
０
１
５

年
に
完
成
予
定
だ
。

多
様
な
熱
電
供
給

　

発
電
・
発
熱
の
組
み
合

わ
せ
を
多
様
化
さ
せ
、地

域
で
捨
て
ら
れ
て
い
た
廃

材
な
ど
の
徹
底
活
用
で
無

駄
を
な
く
し
効
率
よ
く
発

電
す
る
。ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
設
置
は
も
ち
ろ
ん
近
隣

工
場
の
廃
熱
利
用
、ウ
ッ

ド
チ
ッ
プ
お
よ
び
木
材
の

焼
却
熱
と
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、

２
０
０
万
ℓ（
２
０
０
０

㎥
）の
巨
大
な
ス
ペ
ー
ス

を
最
大
限
に
生
か
す
計
画

だ
。完
成
後
は
３
０
０
０

世
帯
に
暖
房
熱
を
、１
０

０
０
世
帯
に
電
力
を
供
給

で
き
る
と
し
、こ
れ
は
６

６
０
０
ｔ
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減

に
相
当
す
る
と
い
う
。

　

展
望
台
の
あ
る
テ
ラ
ス

か
ら
遠
く
に
望
め
る
風
力

発
電
施
設
は
、ハ
ン
ブ
ル

ク
郊
外
に
設
け
ら
れ
長
年

ゴ
ミ
廃
棄
場
と
し
て
使
わ

れ
て
き
た
土
地
を
転
用
し

た
。こ
ち
ら
も「
負
の
遺
産

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
」と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み

は
市
民
に
と
っ
て
特
別

な
価
値
を
も
っ
て
い
る
。

解
説
の
ル
ー
カ
ス
・
グ
レ

ル
マ
ン
さ
ん
は「『
負
の

遺
産
』が
地
域
と
断
絶
し

て
い
る
状
況
が
60
年
以
上

も
続
き
、戦
争
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
で
は
あ
っ
て
も
市

民
に
と
っ
て
つ
な
が
り
を

感
じ
ら
れ
る
場
所
で
は
な

く
な
っ
て
い
た
。こ
う
し

た
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、

施
設
を
再
び
地
域
と
接
続

さ
せ
る
意
味
も
込
め
ら
れ

て
い
る
」と
す
る
。通
り
が

か
っ
た
市
民
の
一
人
が

「
日
本
か
ら
視
察
に
訪
れ

る
場
所
と
し
て
こ
の
施
設

を
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
い
。ハ
ン
ブ

ル
ク
の
取
り
組
み
と
し
て

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
笑
顔

で
話
し
た
。	（
盛
山
浩
平
） 施設外観は修復済み。無骨さが残る

解説のグレルマンさん

負の遺産
コンバージョン

５

ドイツ・スイス
エコバウツアー視察

①太陽熱ユニット
②光電池システム
③バイオガス熱電供給システム
④ウッドチップ焼却システム
⑤近隣の工業プラントの排熱を蓄積および熱配管に提供
⑥ピーク時にも確実に熱供給を行うための
　ピークロードパワープラント
⑦ 需要のピークと供給の調整に当たる余剰熱ストレージユニット

発電
熱供給

エネルギーバンカーの仕組み（予定）


